


伊達市事業説明書の発刊に当たって

　市は毎年、行政サービスとしていろいろな事業を行いますが、事業にはすべて予
算が必要です。その予算は、議会の承認を得なければ執行する（使う）ことが出来
ません。このため、平成 28 年度の事業計画に必要なすべての予算を記載した予算
書を作成し、３月議会において審議、議決承認を受けましたので、今年度に実施す
る事業計画が確定しました。
　したがって、予算書を見れば、今年度にどのような事業が行われる予定かが分か
りますが、予算書は極めて事務的かつ専門的なため、職員以外の方には分かりにく
いのが現状です。
　そこで、当市が今年度取組む事業について市民の皆さんに理解して頂くため、仕
事と予算の関係を出来るだけ理解しやすいようにまとめた「分かりやすい予算書」
を、ということから作製したものが本書です。

　今年度は伊達市市政施行後 10 年が経過し、ひとつの区切りである 10 周年を迎
え、記念行事も予定されていますが、一方において合併特例期間が終わり国からの
普通交付税の減額が始まります。したがって、合併の目的である少子高齢社会に対
して持続可能な社会を建設し自立を確実なものとする取り組みを一層強化すると共
に、人口減社会に対して地域創生にも取り組んでいかなければなりません。
　少子高齢社会に対しては「健幸都市（SWC）」の建設を志向し、元気な高齢者が
ケアを必要とする高齢者を支えるまちを引き続き目指す一方、「地域が家族」となっ
て市民の「共助」と「地域力」よって自律する社会を目指して行きます。
　人口減対策は、復興道路に合わせて工業団地の整備による企業誘致や商業開発等
によって雇用の創出を図ると共に、こども園の整備等子育て支援の強化、更には日
本版 CCRC を含む団地の開発などに取り組んで行きます。
　また、放射能対策については、ガラスバッジ、WBC 等の検査による健康管理を
重点に、引き続き側溝除染、里山除染などの放射能対策をさらに進めていきます。
　今年度も各種事業を推進し、市民の皆さんと共に、「少子高齢社会に安心して暮ら
せる伊達市」を目指して取り組んでまいりますので、よろしくお願いいたします。

　平成 28 年 4 月

伊達市長　　　　　　　　　　　　　
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伊達市合併 10 周年記念事業

　伊達市は、平成 28 年１月１日に合併 10 周年の節目を迎えました。今年度 12 月まで
の期間、市民の融和と一体感をより深め、更なる飛躍を目指す伊達市を市内外に強くアピー
ルするため、記念事業を実施します。

6 月５日（日）
◇合併 10 周年記念式典◇　
　【会場】　伊達市ふるさと会館
　【内容】　アトラクション、市民憲章
　　　　　市の歌の披露等

■記念植樹
　【会場】　保原総合公園　陽だまりの広場
　　　　　（野球場とグランドの間）
■姉妹都市、友好交流都市、
　大規模災害時相互応援協定市町村との歓迎交流会
　【会場】　セレビアスカイパレス 

8 月 20 日・21 日
◇合併 10 周年記念フェスティバル◇
　【会場】　保原総合公園
　【内容】　 伊達市の更なる飛躍を目指して伊

達市を市内外にアピールします。従
来の「だてな復魂祭」「霊山太鼓ま
つり」に加え、記念特別企画でグ
レードアップ。太鼓競演、Ｄ－１グ
ランプリ、産業・物産まつり　他

10 月 29 日～ 11 月 27 日
◇伊達市ゆかりの美術展◇
　【会場】　梁川美術館
　【内容】　 友好交流都市の滋賀県草津市が所蔵

する作品を借用し、歌川広重などの
浮世絵を展示します。

歌川広重「東海道五十三次　水口」
（草津市蔵　中神コレクション）

8 月中
◇国際友好交流都市締結◇
　【会場】　 アメリカ合衆国マサチューセッツ

州リヴィア市
　【内容】　 青少年の交流実績のあるアメリカ・

リヴィア市に、伊達市派遣団と市
長が訪問し、国際友好交流都市の
締結を行いさらなる国際親善を図
ります。

6 月

8 月

10〜11月
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10 年を迎えて  1 月 1 日 5 つの町の合併により伊達市誕生
 1 月 11 日 市議会議員 81 名による初議会
 2 月 12 日 仁志田昇司市長就任
 3 月 16 日 市民参加により市章制定
 6 月 8 日 新市建設計画推進のため地域審議会開催
 7 月 21 日 伊達学習交流館開館
 8 月 27 日  伊達ももの里マラソン大会が全国ランニング大会百選に

認定
 4 月 1 日 健康増進事業全市で実施
　　　　　　　　・健康運動教室　・高齢者筋力トレーニング事業
　　　　　　　　・元気じゃ脳教室
 7 月 1 日 水道料金統一
 9 月 5 日 ほばら生き生きハウス開所
 3 月 1 日 阿武隈急行保原駅と大泉駅の駅前広場整備
 4 月 1 日 伊達市第１次総合計画スタート
 10 月 15 日 国道 349 号線梁川大橋開通
 4 月 1 日 霊山児童館オープン
 9 月 1 日 高齢者配食サービス開始
 10 月 24 日 市町村対抗福島県軟式野球大会伊達市初優勝
 4 月 1 日 市内初の認定こども園大田開園
 4 月 7 日   観光物産協会による観光案内所阿武隈急行保原駅にオー

プン
 10 月 13 日 県内初の地域おこし支援員配置
 3 月 11 日 東日本大震災発生
 3 月 23 日 掛田小への統合により泉原小閉校
 3 月 24 日 市職員による放射線量測定開始
 4 月 29 日 校庭の表土除去開始
 6 月 18 日  放射線への不安解消のため、市内保育所・幼稚園・小中

学校にエアコン設置
 6 月 30 日  霊山町上小国・下小国・石田地区、月舘町相葭地区の

113 世帯が国から特定避難勧奨地点に設定される
 7 月 9 日 学校プール除染開始
 7 月 16 日 全国各地から集まったボランティアによる学校除染実施
 7 月 28 日 ガラスバッジ（積算線量計）による外部被ばく検査開始
 9 月 17 日 だてな復魂祭開催
 10 月 1 日  保原中央病院を経営する公益財団法人仁泉会に梁川病院

を譲渡
 10 月 2 日 合併 5 周年記念式典　市の花木鳥発表
 10 月 7 日 自家消費用農産物のモニタリング検査開始
 10 月 11 日 除染支援センター（除染推進センター）開設
 10 月 24 日 ホールボディカウンターによる内部被ばく検査開始
 11 月 3 日 健幸都市宣言大会
 11 月 25 日  保原町富成地区・霊山町下小国・石田地区の 15 世帯が

国から特定避難勧奨地点に追加設定される
 2 月 27 日 梁川小学校仮設校舎で授業開始
 3 月 1 日 保原小学校新校舎開校
 4 月 1 日 内部被ばく検査全市民に拡大
 7 月 1 日 外部被ばく検査全市民に拡大
 7 月 15 日  市内初の屋内遊び場「伊達市ちびっこ広場」泉原にオー

プン
 10 月 1 日 米の全量全袋検査開始
 10 月 2 日  米国の劇団と市内小中学生が英語劇を作り上げる「ヤン

グアメリカンズ」開催
 10 月 27 日 伊達市総合防災訓練初実施
 11 月 27 日 相馬福島道路「霊山道路」起工式
 12 月 14 日 特定避難勧奨地点設定解除
 2 月 3 日 吹奏楽きらめき事業合同演奏会開催
 3 月 10 日 復興の灯プロジェクト開催
 4 月 1 日 上保原認定こども園開園
 5 月 29 日  運動に取り組む市民の参加率を他自治体と競うチャレン

ジデー」初参戦
 6 月 27 日 健幸都市基本条例制定
 9 月 15 日 「元気はつらつプロジェクト」開催
 12 月 2 日 放射能相談センター開所
 12 月 2 日 3 年ぶりの出荷を祝うあんぽ柿の出荷再開式
 2 月 15 日 記録的な大雪による被害
 4 月 1 日 公民館から交流館へ
 8 月 23 日 霊山太鼓まつり・だてな復魂祭で同時開催
 9 月 1 日 集会所で体操を行う「元気づくり会」スタート
 3 月 2 日 梁川小学校新校舎開校
   やながわ放課後児童クラブ館開館
 3 月 25 日 屋内遊び場「スマイルパーク保原」オープン
 4 月 11 日 伊達氏ゆかりの公園政宗にぎわい広場オープン
 4 月 18 日 チンチン電車復元完成お披露目式
 6 月 6 日 屋内内遊び場「パレオパークやながわ」オープン
 7 月 10 日 御代田バイパス開通式
 8 月 1 日 公立初の梁川認定こども園開園
 9 月 10 日 平成 27 年関東・東北豪雨による被害
 1 月 1 日 伊達市合併 10 周年

伊達市10年の軌跡
H18

H19

H20

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

合併 10 周年記念ロゴマーク

市民憲章制定
　ふるさとへの愛着を育み、一体感
を醸成、よりよいまちづくりへの行
動規範を示す市民憲章を制定します。

市の歌制定
　市民の心を一つに、市を象徴する
歌を制定します。

作詞　和合亮一　氏
作曲　伊藤康英　氏

新オラトリオの作成
　伊達市全体の豊かな自然、ロマン
香り高い歴史をモチーフに、スケー
ルアップしたオラトリオを作成します。

シティプロモーション
　ふるさと大使の制定や、プロモー
ションビデオ制作を通して、伊達市
の魅力を発信します。

冠事業
　「伊達市合併 10 周年記念」冠名
をつけて事業を開催し、節目の年を
お祝いします。



4

合併 10 周年記念事業   ……………………………………………………………… 2

伊達市第 2 次総合計画のあらまし  ………………………………………… 6

平成 28 年度当初予算の概要   ………………………………………………… 8

　■予算総額　　■一般会計予算のポイント

事業説明書の構成と見方   ………………………………………………………… 10

特集『これからの 10 年のために 〜新たなステージへの第一歩〜』

Ⅰ　みらい創生事業　

⑴地域創生戦略事業 ……………………………………………………………………………… 12
⑵主要事業 ………………………………………………………………………………………… 19

Ⅱ　放射能対策事業

⑴除染対策事業 …………………………………………………………………………………… 35
⑵避難者支援事業 ………………………………………………………………………………… 37
⑶健康管理事業 …………………………………………………………………………………… 37

 第 2 次総合計画事業

【政策1】ともに紡ぐ協働のまちづくり

１－１　地域の個性を活かしたまちづくりの推進 …………………………………………… 42
１－２　生活安全体制の強化 …………………………………………………………………… 46
１－３　持続可能な行政経営の推進 …………………………………………………………… 48

目　　次



5

【政策2】豊かな心を育むまちづくり

２－１　子どもの健やかな育ちと子育て支援の充実 ………………………………………… 54
２－２　「生きる力」を育む学校教育の充実…………………………………………………… 58
２－３　心を育む生涯学習の推進 ……………………………………………………………… 60
２－４　文化財の保護と芸術文化の振興 ……………………………………………………… 62

【政策3】地域の魅力が輝くまちづくり

３－１　農林業の振興と担い手の育成 ………………………………………………………… 66
３－２　地域活力を生み出す商工業の振興 …………………………………………………… 68
３－３　集客資源の創出と充実 ………………………………………………………………… 69

【政策4】こころ寄り添う健やかなまちづくり

４－１　ともに支え合う福祉の充実 …………………………………………………………… 74
４－２　生涯元気なまちづくりの推進 ………………………………………………………… 81
４－３　健康づくりの推進 ……………………………………………………………………… 83

【政策5】自然と調和し快適で住みよいまちづくり

５－１　快適な生活環境の形成 ………………………………………………………………… 90
５－２　市民生活を支える交通網の充実 ……………………………………………………… 91
５－３　快適で便利な居住空間の創出 ……………………………………………………… 107
５－４　安全・安心な水環境の形成 ………………………………………………………… 108

 資　料　編

・当初予算の内訳 ……………………………………………………………………………… 112
・財政計画の概要 ……………………………………………………………………………… 116
・平成 28 年度行政経営方針 ………………………………………………………………… 122
・補助金支出先 ………………………………………………………………………………… 124
・施設維持管理費 ……………………………………………………………………………… 130
・用語の説明 …………………………………………………………………………………… 133
・基金の説明 …………………………………………………………………………………… 134
・巻末索引 ……………………………………………………………………………………… 135
・問合せ窓口 …………………………………………………………………………………… 141



6

将来都市像

健幸と個性が創る  活力と希望あふれる故郷  伊達市
ふるさと

政策１

ともに紡ぐ協働の
まちづくり

政策2

豊かな心を育む
まちづくり

政策3

地域の魅力が輝く
まちづくり

政策4

こころ寄り添う
健やかな
まちづくり

政策5

自然と調和し
快適で住みよい
まちづくり

特別対策

放射能を克服するまち

政策体系

伊達市第 2 次総合計画のあらまし
（計画期間：平成 27 年度～平成 34 年度）

　この計画は本市の目指すべき将来像を描き、それを実現していくための総合的かつ計画
的なまちづくりの指針となるものであり、最上位の行政計画に位置づけられています。
　この計画を実行していくことで、市内外の多くの人々から「誇れるまち・選ばれるまち・
選ばれ続けるまち」として着実な再生・発展を遂げ、次代に継承することができる伊達市
を目指します。
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施　策

　政策１　ともに紡ぐ協働のまちづくり

　１．地域の個性を活かしたまちづくりの推進
　２．生活安全体制の強化
　３．持続可能な行政経営の推進

　政策２　豊かな心を育むまちづくり

　１．子どもの健やかな育ちと子育て支援の充実
　２．「生きる力」を育む学校教育の充実
　３．心を育む生涯学習の推進
　４．文化財の保護と芸術文化の振興

　政策３　地域の魅力が輝くまちづくり

　１．農林業の振興と担い手の育成
　２．地域活力を生み出す商工業の振興
　３．集客資源の創出と充実

　政策４　こころ寄り添う健やかなまちづくり

　１．ともに支え合う福祉の充実
　２．生涯元気なまちづくりの推進
　３．健康づくりの推進

　政策５　自然と調和し快適で住みよいまちづくり

　１．快適な生活環境の形成
　２．市民生活を支える交通網の充実
　３．快適で便利な居住空間の創出
　４．安全・安心な水環境の形成

●特別対策　放射能を克服するまち

　基本事業１　 放射線情報の把握と情報発信による安全の確立　
　基本事業２　 安全を安心につなげる信頼の醸成 
　基本事業３　 絆を強め新たな産業力の創出
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平成 28 年度　当初予算の概要
■予算総額
　平成 28 年度の伊達市の予算規模は、一般会計、および特別会計と公営企業会計をあわ
せた予算総額は、534 億 3,497 万円となりました。この金額は、昨年より約 7.7％増加
しています。

一般会計予算　333 億 3,800 万円
（前年比 12.4％増）

　通常、市の予算といえば一般会計予算のことを
言います。市の基本のサービスである福祉、教育や、
道路、公園などの整備などを行うための予算とな
ります。もちろん放射能対策の予算もこの予算に
入っています。

伊達市全会計
534 億 3,497 万円

特別会計予算　170 億 2,862 万円
（前年比 約 1.0％増）

　特定の目的のための会計予算で、国民健康保険
税などの特定の収入をもとに、一般会計とは切り
離して収入と支出を経理します。伊達市では次の
8 つの特別会計があります。

①国民健康保険特別会計
②後期高齢者医療特別会計　
③介護保険特別会計
④公共下水道事業特別会計
⑤粟野地区農業集落排水処理事業特別会計
⑥工業団地特別会計
⑦月舘宅地造成事業特別会計
⑧財産区特別会計

公営企業会計予算　30 億 6,835 万円
（前年比 1.0％減）

　民間企業と同じように、事業を行い収益を上げ
て運営している予算です。伊達市では水道事業が
この予算となります。
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こ れ か ら の 1 0 年 の た め に
～新たなステージへの第一歩～

予算規模

333 億 3,800 万円 （対前年度＋ 36 億 8,000 万円　12.4％増）

①みらい創生事業　　　　48 億 5,079 万円（＋ 31 億 2,412 万円）

②放射能対策事業　　　　24 億 8,452 万円（＋　3 億 5,106 万円）

③第２次総合計画事業　260 億　269 万円（＋　2 億　482 万円）

基本方針

○ 伊達市発足から新市基礎固めの 10 年間が経過し、これからの 10 年のために、新たな
ステージへの第一歩を踏み出す予算編成としました。

○市町村合併に伴う普通交付税の段階的縮減の初年度に対応する予算としました。
○ 「伊達市財政計画」（平成 27 年 12 月）に基づき、三つの方針の下に、健全で持続可

能な財政運営を目指します。
　　収支均衡のための歳出削減に取り組みます。
　　安定的な自主財源の確保に努めます。
　　 効果的で効率的な予算編成・執行に努めます。

① 伊達市のみらいを創生する事業として、地域創生戦略事業をはじめ、将来

の発展に資する事業に積極的に取り組みます。

②放射能対策事業に継続して取り組みます。

③ 第２次総合計画が目指す将来都市像を実現するための事業を着実に実行し

ます。

■一般会計予算のポイント
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担当課 商工観光課

【目　　的】
　伊達市内における産業振興や雇用拡大による定住人
口の増加など、地域経済の活性化を図るため企業誘致
活動を推進します。

【実施内容】
○�県主催の企業立地セミナーへ出席しての誘致活動
○�伊達市主催の企業立地セミナー開催、企業訪問によ
る誘致活動
○�雇用促進奨励金交付
　�　伊達市内に新規に立地した企業および設備投資を
した企業に対して、地元雇用者を 1年以上継続して
雇用した場合に一人につき 50万円を補助します。

【前年実績・効果】
○�雇用促進奨励金を３社に交付
　（７名分の雇用）（平成 28年１月末現在）　

6,357 万円

◇ 〝伊達市で働く〟を増やします
企業誘致推進事業

財源（万円） 市の負担 国・県の負担 市　債 その他
○○○ △△△ ◇◇◇ □□□

拡
充

新工業団地構想のパース

事業説明書の構成と見方

　この事業説明書は、事業の目的や内容をわかりやすくお知らせするために、市の基本計
画である「伊達市第 2 次総合計画」の体系に合わせて構成し、平成 28 年度に実施する主
な事業について説明をしています。
　平成 28 年度は、合併 10 年を迎え次の 10 年へのスタートの年と位置付け、合併の目
的でもある少子高齢化社会への対応、その中での持続可能なまちづくりを進めるための投
資に着手していきます。
　そのため、平成 28 年度の主な事業の内、「合併 10 周年記念事業」地域創生戦略事業
を含めた「みらい創生事業」および引き続き取り組む「放射能対策事業」を特集として抽
出して掲載しています。
　なお、説明内容は、下の例のようになっています。

【事業名】原則として事業ごとに説明していま
す。なお、新規事業や拡充事業は　それぞれ印
をつけています。特集事業は、事業のイメージ
をキャッチフレーズで表しました。

【担当課、事業費】
事業の担当部署と全体予算を記載しています。
141 ページには各課の連絡先を掲載しています。
単位は、千円を四捨五入して１万円単位で表しています。

【財源】事業費の財源を次の４区分に分けて表しています。
市の負担：税収などの一般財源です。基金は市の負担としています。
国・県の負担：国や県の補助金や負担金で充当される部分です。
市　債：市の借入金です。合併特例債もこの区分に入れています。
その他：上記に含まれない財源です。例えば保育料、使用料、手数料などです。

写真や図表を多用して事業
のイメージを表しています。


